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CRICサイクル＜図＞

「危機(Crisis)」 「反応(Response)」 「改善(Improvement)」 「怠慢(Complacency)」

のそれぞれの頭文字を並べた、フェルドマン氏が考案した法則を表す。経済危機に陥ると政策が反

応し、事態が改善するが、それにつれて政治が安心して怠慢になる。すると次の危機が訪れる。
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出所：モルガン ・ スタンレー ・リサーチ
成長率

ブレグジット後も多難な英国の運命

＿＿一 英国のEU離脱問題の行方も混とんとしています。

英離脱をめぐる動きも、CRICサイクルで考えてみたらよいと思います。EUが英を簡単に離脱させてしまったら追随する国が出てしまうので、EUの強気の姿勢は

続くでしょう。ただ、いずれ離脱したときに、英国の経済がどこまで悪化するかがポイントです。経済危機の発生で、英国がEU復帰を言い出すかどうか次第です

が、その場合、EUが同じ条件で受け入れるのは難しいでしょう。大陸欧州は国家中心、中央統制的であり、英国は連邦的で自由。かつて英のEU参加を拒んだドゴ
ール仏大統領の言ったように、両者の主義主張は異なります。

アジアの成長に中印の影

安倍政権が各国と「包括的かつ先進的TPP(CPTPP)」で合意したのはアジアでの経済外交の成果です。アジア地域では中国の存在が大きいのですが、最近は中

国企業が東南アジアの国々に生産をアウトソ ー シングしていることで、域内が豊かになります。一方の大国であるインドは国家の構造改革の動きが鈍いうえ、水や

エネルギ ーの問題が重くのしかかっています。いずれにせよ東南アジア各国にとって、中印の対立は成長の抑制要因に働かざるを得ないでしょう。

＿―- 東京理科大で教鞭も執られています。 学生に伝えたいことは何ですか？

自分を客観的に見ること、チ ー ムワ ー クを大切にする一方で、ある程度の異端児に成れということでしょう

か。人間にはプロセスを守ることを重視する人と、よい結果が出るようにプロセスを直していく人の2種類が

います。ルールを守りつつも活性化のためにルールを進化させる姿勢が、よりよい社会づくりにつながるのだ

と思います。私が教えている学生は働きながら学ぶ人であり、履修生の平均年齢は約40歳です。人生100年時

代と言われるなか、大学を一度出たら学ぶことはおしまいとはならないでしょう。私もいまの会社で75歳ま

で、個人としては80歳くらいまで働きたいと考えています。

（右）ロバート ・ フェルドマン氏

（左）大村泰

（掲載日2019年5月8E3)

Iキ ーバー ソンのインタビュ ー記事や経歴をチェックr日経テレコン」
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